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一
般
会
計
補
正
予
算

民

生

費

△�

保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
的

事
業

　

�

需
要
費�

46
万
円
皆
減

　
委
託
料�

46
万
円
増

質
問	

予
算
組
み
替
え
に
つ
い

て
、
詳
細
を
伺
う
。

回
答	

事
業
周
知
の
た
め
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
費
用
を
10

節
需
用
費
に
計
上
し
た
が
、
業

者
へ
の
委
託
料
を
含
め
て
一
括

で
の
契
約
と
す
る
た
め
に
予
算

の
組
み
換
え
を
行
う
も
の
。

農
林
水
産
業
費

△�

新
規
作
物
栽
培
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業�

10
万
円
皆
増

質
問	

事
業
内
容
に
つ
い
て
、

詳
し
い
説
明
を
伺
う
。

回
答	

本
事
業
は
、
ほ
う
れ
ん

そ
う
に
次
ぐ
新
た
な
高
収
益
作

物
の
栽
培
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

調
査
・
研
究
の
た
め
の
経
費
に

対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
新
た
な
品
目
の
掘
り
起
こ

し
と
集
落
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
。
今
回
株
式
会
社
青

の
国
か
ら
新
規
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
に
つ

い
て
支
援
す
る
も
の
。

質
問	

栽
培
し
た
作
物
を
道
の

駅
で
販
売
す
る
と
い
う
こ
と

か
。回

答	

ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
に
つ

い
て
は
試
験
的
な
段
階
の
も
の

で
あ
り
、
成
功
し
た
際
に
は
販

売
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
本
事
業
は
農
業
者
及
び
団

体
へ
の
補
助
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
農
協
に
対
し
株
式

会
社
青
の
国
の
農
業
者
と
し
て

の
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
い
る

状
況
。

△
漁
港
施
設
維
持
修
繕
工
事

５
５
０
万
円
皆
増

質
問	

ネ
ダ
リ
浜
の
漁
港
に
つ

い
て
、
物
揚
げ
場
の
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
を
穴
開
き
岸
壁
で
な
く

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
波
が
来

て
も
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る

の
で
は
。

回
答	

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
単
塊
式
の
も
の
に
す

る
と
い
う
提
案
に
つ
い
て
は
、

当
該
漁
港
は
補
助
事
業
で
整
備

さ
れ
た
漁
港
で
あ
り
、
補
助
金

等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
制
限

が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
経
過
年
数
を
確

認
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

商

工

費

△�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助

金�

１
５
０
万
円
増

質
問	

商
品
券
の
販
売
時
期
に

つ
い
て
、
７
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
年
金

受
給
者
へ
年
金
が
支
払
わ
れ
る

偶
数
月
に
販
売
時
期
を
変
更
で

き
な
い
か
。

回
答	

今
後
、
商
工
会
と
再
度

協
議
を
行
い
、
な
る
べ
く
そ
の

よ
う
に
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

質
問	

昨
年
度
は
40
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
率
で
あ
っ
た
が
、
今
回

30
％
の
補
助
と
な
っ
た
理
由
を

伺
う
。

回
答	

今
年
度
も
40
％
の
補
助

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
た

が
、
再
度
検
討
し
た
結
果
、
30 

％
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

土

木

費

△�

エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
補
助
事

業�

１
０
５
万
円
増

質
問	

前
年
度
か
ら
現
在
ま
で

何
件
補
助
申
請
を
受
け
付
け
た

の
か
。

６
月
17
日
開
会
の
６
月
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
や
人
事
案
件

な
ど
11
議
案
を
審
議
し
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
質

疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

黒崎漁港（弁天地区）

回
答	

前
年
度
で
は
86
件
、
今

年
度
は
現
在
ま
で
で
20
件
分
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。
夏

は
さ
ら
に
需
要
が
高
く
な
る
こ

と
か
ら
、
今
回
20
件
分
の
増
額

補
正
を
行
う
も
の
。

歳

入

△
不
動
産
売
払
収
入

60
万
円
増

質
問	

土
地
の
売
却
に
つ
い

て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
目
的

で
購
入
し
た
も
の
か
経
緯
を
伺

う
。回

答	

当
該
財
産
は
村
営
住
宅

の
駐
車
場
用
地
の
確
保
を
目
的

に
令
和
５
年
９
月
に
購
入
し
た

も
の
。

建築工事中の普代学園（校舎棟）

渡り廊下棟 屋内運動場棟

普代学園、着々と工事進行中！

普代学園建設現場を視察
　令和８年７月 15 日、議会と村は普代村立普代学園の建設現場の視察を行い、工事関係者から工
事概要や進捗状況等の説明を受けました。
　７月 15 日時点での建築工事の進捗状況は 40％であり、工事は現在まで順調に進んでいるとの
ことでした。
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普
代
学
園
建
設
状
況

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

臨
時
議
会
な
ど

普
代
学
園
建
設
状
況

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

議
会
の
動
き



△�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金

４
４
９
万
円
増

質
問	
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付

額
が
現
在
ま
で
の
推
移
で
昨
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
46
・
3
％
と

な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、

繰
入
金
を
充
当
し
て
い
る
事
業

に
対
し
て
影
響
は
あ
る
の
か
。

回
答	

寄
付
額
に
つ
い
て
は
、

満
額
繰
入
す
る
の
で
は
な
く
、

一
定
額
を
積
み
立
て
て
い
る
。

繰
入
金
事
業
に
対
し
て
影
響
の

な
い
よ
う
、
積
み
立
て
金
も
含

め
て
充
当
で
き
る
金
額
を
把
握

し
、
活
用
し
て
い
く
。

質
問	

今
後
納
税
額
が
減
少
し

て
い
く
懸
念
が
あ
る
が
、
対
策

に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
か
。

回
答	

返
礼
品
と
し
て
魅
力
的

な
商
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

現
在
村
内
業
者
と
話
し
て
い

る
。
今
後
も
村
の
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
維
持
に
努
め
て
い
く
。

議案番号等 議　　　案　　　等 審議結果

議案第１号
令和８年度　普代村一般会計補正予算（第３号）
　補正額1,407万4千円を追加し、歳入歳出予算の総額を55億9,517万1千円とする。
　人事異動に伴う人件費の補正のほか、村道補修工事の工事請負費の増などが主なもの。

可　決
（全員賛成）議案第２号 令和８年度　普代村休養施設事業特別会計補正予算（第１号）

　補正額180万円を追加し、歳入歳出予算の総額を1億3,690万円とする。

議案第３号 令和８年度　普代村下水道事業会計補正予算（第１号）
　補正額21万7千円を追加し、歳入予算3,234万3千円、歳出予算3,414万3千円とする。

議案第４号
普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　任期満了に伴い、村尾ゆかり氏（堀内）の再任に関し同意を求める。
　任命年月日は、令和８年７月20日から３年間。

同　意
（全員賛成）

議案第５号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　任期満了に伴い、野﨑才子氏（太田名部）の再任に関し同意を求める。

議案第６号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　任期満了に伴い、中村駿人氏（上区）の再任に関し同意を求める。

議案第７号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　任期満了に伴い、柾谷継男氏（太田名部）の再任に関し同意を求める。

議案第８号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　任期満了に伴い、中居昭彦氏（鳥居）の再任に関し同意を求める。

議案第９号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　現委員の任期満了に伴い、赤坂由也氏（白井）を新たに任命することに同意を求める。

議案第10号 普代村農業委員会委員の任命につき同意を求めること
　現委員の任期満了に伴い、佐々木英彦氏（萩牛）を新たに任命することに同意を求める。

議案第11号
普代村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
　任期満了に伴い、小中居敏勝氏（堀内）の再任に関し同意を求める。
　任命年月日は、令和８年７月１日から３年間。

報告第1号 令和７年度　普代村一般会計予算繰越明許費繰越計算書
　義務教育学校整備事業など、合計14事業、総額10億277万2,466円を令和8年度へ繰越する。

−

報告第2号 令和７年度　普代村一般会計予算事故繰越し繰越計算書
　村道道路改良事業(村道沢山線道路改良工事)、3,126万2,600円を令和8年度へ繰越する。

定例会で決まった議案

人気返礼品のタコ
村政を村政を質質すす

　６月定例会の一般質問には、３人が登壇し、村の課題などに対し、
村当局の考えを問い質しました。

　一般質問とは、本議会で議員が、執行機関である村長などに対し、村政全般に関す
る事務の状況や将来の方針などについて質すものです。
　「一問一答方式」で行い、１人 60分の制限時間内で質疑応答を行います。
　一般質問は３月、６月、９月、12月の定例会に限り認められています。

中
なか

　上
がみ

　一
かず

　登
と

　議員

１.	 �関係人口創出による

	 地域活性化対策について

２.	 �くろさき荘の在り方について

６㌻

大
おお

　上
かみ

　　　智
さとし

　議員 １.	 �「第６次総合発展計画」について ７㌻

齊
さい

　藤
とう

　正
まさ

　明
あき

　議員

１.	 �基金の運用状況と効率化について

２.	 �地方債の償還方式について

３.	 �今後の財政見通しについて

８㌻

村の課題を熱く議論！
次のページから

一 般 質 問
ただただ
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浜の活力再生は新漁業
形態創出を
漁業者参画によるプラン策定予定

―  大村建設水産課長

大
上
　
智

在
の
赤
字
補
填
額
が
ど
の
程
度

削
減
さ
れ
、
収
支
が
ど
う
改
善

さ
れ
る
の
か
、
試
算
や
見
込
み

を
問
う
。

柾
屋
村
長

直
営
よ
り
雇
用
面
な

ど
で
の
柔
軟
性
や
、
一
定
の
経

費
削
減
効
果
は
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
民
間
の
企
画
力
・
営
業

力
・
商
品
造
成
力
を
活
用
す
る

こ
と
で
利
用
率
の
向
上
や
収
益

改
善
も
期
待
で
き
る
。
指
定
管

理
の
具
体
的
な
条
件
は
想
定
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
赤
字
が
ど

の
程
度
削
減
さ
れ
る
か
な
ど
具

体
的
な
数
値
の
見
通
し
に
つ
い

て
も
把
握
し
て
い
な
い
。

柾
屋
村
長

　
特
産
品
の
購
入
や

ふ
る
さ
と
納
税
、
観
光
リ
ピ
ー

タ
ー
な
ど
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
登

録
者
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
自
治
会
活
動
へ
の
参
画
、

二
地
域
居
住
な
ど
地
域
の
担
い

手
確
保
に
資
す
る
「
プ
レ
ミ
ア

ム
登
録
者
」
の
２
つ
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

の
導
入
で
は
な
く
、
ふ
る
さ
と

住
民
登
録
シ
ス
テ
ム
と
現
在
の

フ
ァ
ン
会
員
制
度
を
合
わ
せ
た

よ
う
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

　
外
部
人
材
や
、
専

門
知
識
経
験
者
の
登

用
に
つ
い
て
伺
う
。

柾
屋
村
長

　

ふ
る
さ
と
住
民

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
外
部

専
門
人
材
の
登
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
過
去
に
提
案
し
た

廃
止
と
す
る
撤
退
基

準
の
作
成
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
検
討
経
緯
と
、
現
時
点
で
明

　
ふ
だ
い
フ
ァ
ン
会

員
制
度
の
総
括
と
課

題
認
識
を
伺
う
。

柾
屋
村
長

　
会
員
数
は
紙
媒
体

が
58
名
、
ウ
ェ
ブ
会
員
が
47
名

の
計
１
０
５
名
で
あ
る
。
決
し

て
多
く
は
な
い
が
、
特
別
な
Ｐ

Ｒ
活
動
や
特
典
を
設
け
て
い
な

い
現
状
で
登
録
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
は
、
真
に
普
代
村
に
関

心
や
応
援
の
気
持
ち
を
持
た
れ

て
い
る
方
々
で
あ
り
、
深
く
感

謝
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
会
員
証

の
発
行
や
定
期
的
な
情
報
発

信
、
村
内
事
業
者
と
連
携
し
た

来
村
時
の
特
典
の
創
設
、
ま
た

会
員
証
の
提
示
に
よ
り
会
員
の

来
村
率
や
来
村
回
数
の
把
握
が

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を

検
討
す
る
。

　
国
の
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
、
村
長
の
見
解
を
伺

う
。

確
な
基
準
が
あ
る
の
か
否
か
を

伺
う
。

柾
屋
村
長

　
村
と
し
て
明
文
化

さ
れ
た
撤
退
基
準
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
施
政
方
針
に
あ
る

指
定
管
理
へ
の
移
行

に
あ
た
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
民
間
業
者
や
団
体
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

柾
屋
村
長

　
宿
泊
・
飲
食
運
営

の
経
験
を
有
す
る
民
間
法
人
事

業
者
、
地
域
振
興
や
交
流
人
口

拡
大
に
取
り
組
む
団
体
、
あ
る

い
は
公
社
、第
三
セ
ク
タ
ー
等
、

公
共
性
を
担
保
し
施
設
運
営
で

き
る
法
人
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
く
ろ
さ
き
荘
は
、
単

な
る
宿
泊
営
業
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
と
の
連
携
や
柔
軟
な

企
画
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
民
間
等
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
つ
つ
、
村
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
共
有
で
き
る
事

業
者
が
望
ま
れ
る
。

　
指
定
管
理
制
度
の

導
入
に
よ
っ
て
、
現

関
係
人
口
創
出
に
よ

る
地
域
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

く
ろ
さ
き
荘
の

在
り
方
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

関係人口創出による
地域活性化対策は
村の魅力の定期的な情報発信を

� ―  柾屋村長

中
上
一
登

の
取
り
組
み
と
な
る
も
の
で
あ

れ
ば
検
討
は
必
要
と
思
う
。

　
関
係
人
口
拡
大
策

の
中
で
、「
普
代
の

売
り
」
は
。柾

屋
村
長

　

来
訪
者
へ
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
提
示
す
る
「
普

代
の
売
り
」
は
、
思
い
と
す
れ

ば
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
、
住
む

人
々
と
の
繋
が
り
が
い
い
と

い
っ
た
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
く
中

で
、
魅
力
を
売
り
に
し
て
ゆ
き

た
い
。

導
入
支
援
事
業
で
あ
る
。

観
光
振
興　

普
代
浜
園
地
整
備

事
業
の
概
要
は
。

柾
屋
村
長

　

来
年
度
以
降
に
、

キ
ラ
ウ
ミ
公
園
の
、
全
体
的
整

備
計
画
等
々
を
含
め
て
の
検
討

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

く
ろ
さ
き
荘
の
、

今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
は
。

柾
屋
村
長

　
大
規
模
改
修
、
食

堂
厨
房
の
新
築
等
に
よ
る
大
き

な
起
債
の
償
還
が
、
令
和
９
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
中
で
、
今
後
の
運
営
の
仕
方

等
、
議
会
、
村
民
、
関
係
業
界

と
協
議
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

　
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
設
置
の
意
図

は
。

柾
屋
村
長

　
子
ど
も
と
家
庭
の

困
り
ご
と
な
ど
、
複
数
の
相
談

水
産
業
振
興

　
令
和
９
年
度
か
ら

の
「
第
３
期
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」
策
定
は
、
漁

業
者
・
漁
協
・
村
等
連
携
に
よ

る
再
生
委
員
会
で
協
議
さ
れ
、

現
状
打
破
を
目
的
と
し
た
「
新

し
い
工
夫
に
よ
る
漁
業
形
態
創

出
」
が
必
要
不
可
欠
で
は
。

大
村
建
設
水
産
課
長

　
漁
業
者
に
も
参
画

し
て
も
ら
い
、
意
見
を
吸
い
上

げ
本
年
度
策
定
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
第
２
期
の
成
果
を
踏

ま
え
、
見
直
し
・
検
討
し
、
具

体
的
な
事
業
等
が
記
載
さ
れ
る

計
画
で
あ
る
。
成
果
目
標
に

沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
事
業

を
起
こ
す
な
ど
の
部
分
で
活
用

さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

農
業
振
興　

地
域
農
業
計
画
実

践
支
援
事
業
の
概
要

は
。

柾
屋
村
長

　
牧
草
と
ほ
う
れ
ん

そ
う
の
、
栽
培
管
理
等
機
械
の

先
に
ま
た
が
る
問
題
な
ど
を
、

教
育
委
員
会
等
々
と
連
携
し
、

ま
と
め
て
受
け
付
け
る
体
制
を

整
え
る
た
め
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
上
下
水
道
の
料
金

改
定
に
つ
い
て
の
検

討
状
況
は
。柾

屋
村
長

　
現
在
、
担
当
課
で

詳
細
な
財
政
分
析
な
ど
進
め
て

お
り
、
そ
の
後
、
審
議
会
を
立

ち
上
げ
、
一
年
か
ら
一
年
半
か

け
て
の
諮
問
・
答
申
を
経
て
考

え
て
い
き
た
い
。

　
地
域
サ
ロ
ン
の
自

主
的
イ
ベ
ン
ト
開
催

等
活
動
に
、
助
成
金
増
額
の
可

能
性
あ
る
も
の
か
。

柾
屋
村
長

　
必
ず
助
成
と
は
言

え
な
い
が
、
色
々
な
委
員
会
活

動
等
も
含
め
、
要
望
い
た
だ
い

た
部
分
の
中
で
、
一
環
と
し
て

魅
力
的
な
産
業
の

あ
る
村
づ
く
り

健
や
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

み
ん
な
で
明
日
を

拓
く
村
づ
く
り

安
全
・
安
心
で
快
適

な
村
づ
く
り

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

「一般質問」村政を質す

ゆるキャラまつり in キラウミ（５月２日） 夏本番のくろさき荘

「一般質問」村政を質す
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普
代
学
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設
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定
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会
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こ
と

一
般
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臨
時
議
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な
ど

普
代
学
園
建
設
状
況

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

臨
時
議
会
な
ど



「一般質問」村政を質す

財政運営における
基本方針は
基金は安全性を最優先として財政基盤の

強化に努める� ―  柾屋村長

齊
藤
正
明

ン
な
ど
の
燃
料
代
を
は
じ
め
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
も
の
が
物
価

高
と
な
り
、
家
庭
で
も
行
政
機

関
で
も
負
担
は
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
物
価
高
騰

に
よ
り
、
こ
の
先
財
政
状
況
は

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
本
村
の
財
政
状
況
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
今
後
の
財
政
見
通
し

は
。

柾
屋
村
長

　
現
在
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
は
、
県
内
の
分
析
か

ら
も
比
較
的
健
全
な
状
況
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
先
の
財
政
状
況
の
見
込
み

は
、
令
和
７
年
度
に
作
成
し
た

中
期
財
政
見
通
し
計
画
で
は
、

令
和
12
年
度
末
の
基
金
残
高

が
、
令
和
７
年
度
末
と
比
較
し

て
最
大
で
７
億
５
０
０
０
万
円

減
少
す
る
と
い
う
推
計
を
し
て

い
る
。
現
状
の
10
億
円
に
で
き

る
だ
け
近
づ
け
る
よ
う
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
確
保
に
も
努
め

な
が
ら
、
国
に
対
し
て
も
地
方

財
政
に
対
す
る
支
援
強
化
を
求

め
続
け
て
ま
い
り
た
い
。

金
で
、
合
わ
せ
て
６
億
３
０
０

０
万
円
。
合
計
で
18
億
６
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

安
全
性
を
最
優
先
と
し
つ
つ
、

必
要
な
時
に
使
え
る
流
動
性

と
、
利
息
等
の
効
率
性
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
て
運
用
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
令

和
７
年
度
に
お
け
る
基
金
の
運

用
益
は
、
基
金
全
体
で
２
７
０

万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
基
金
の
全
体
状
況
を
見
な
が

ら
資
金
運
用
を
通
じ
た
社
会
貢

献
へ
の
取
り
組
み
に
も
意
を
用

い
て
運
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
基
金
が
現
在
ど
の

程
度
の
規
模
で
ど
の

よ
う
な
目
的
で
積
み
立
て
ら
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
現
在
ど
の

よ
う
な
方
法
で
運
用
さ
れ
て
い

る
の
か
、
基
金
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

　
近
年
、
新
た
に
社
会
貢
献
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
方
自

治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
債
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
。
本
村
も
こ
の
よ
う
な
債
券

の
優
先
購
入
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

柾
屋
村
長

　
令
和
７
年
度
末
の

基
金
残
高
は
、
財
政
の
調
整
機

能
の
役
割
を
担
う
財
政
調
整
基

金
及
び
村
債
管
理
基
金
が
合
わ

せ
て
12
億
３
０
０
０
万
円
余
。

そ
の
他
特
定
目
的
基
金
と
し

て
、
義
務
教
育
学
校
等
施
設
整

備
基
金
な
ど
、
諸
施
設
整
備
や

各
分
野
に
お
け
る
特
定
の
事
業

に
充
当
す
る
こ
と
を
目
的
に
積

み
立
て
て
い
る
も
の
が
10
の
基

　
地
方
債
は
、
現
在

総
額
で
い
く
ら
あ

り
、
毎
年
ど
の
程
度
返
済
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
村
民
1
人

当
た
り
の
地
方
債
残
高
は
い
く

ら
と
な
っ
て
い
る
の
か
。
償
還

方
式
に
は
、
定
時
償
還
方
式
と

満
期
一
括
償
還
方
式
が
あ
る
と

聞
く
が
、
現
状
と
内
容
は
。

柾
屋
村
長

　
地
方
債
残
高
は
45

億
５
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
返

済
額
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和

17
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
平
均

で
、
年
間
３
億
８
０
０
０
万
円

余
と
な
っ
て
い
る
。
村
民
1
人

当
た
り
の
地
方
債
残
高
は
約
88

万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
借
入
金

の
償
還
方
式
は
、
本
村
で
は
毎

年
一
定
額
を
返
済
す
る
定
時
償

還
方
式
に
よ
り
償
還
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
、
円
安
な
ど
で

電
気
料
金
や
ガ
ソ
リ

基
金
の
運
用
状
況
と

効
率
化
は

地
方
債
の
償
還
方
式

は今
後
の
財
政
見
通
し

は

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

5/29  第 3 回臨時会

選
挙
管
理
委
員
会

補
充
員
４
名
を
選
出

　

５
月
29
日
、
議
会
で
は

欠
員
と
な
っ
て
い
た
選
挙

管
理
委
員
会
補
充
員
４
名

を
、
指
名
推
選
に
よ
り
選

出
し
ま
し
た
。

　

選
出
さ
れ
た
方
は
次
の

方
々
で
す
。　
　
（
敬
称
略
）

〇
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

第
１
順
位

　

戸
田
加
津
子
（
堀　

内
）

第
２
順
位

　

長
澤　

邦
寿
（
旭
日
区
）

第
３
順
位

　

太
田
さ
な
え
（
太
田
名
部
）

第
４
順
位

　

鬼
束　

拓
哉
（
緑
区
）

人
　
　
　
事

（
※
補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員
が
生

じ
た
と
き
、
第
１
順
位
か
ら
順
に

補
充
さ
れ
ま
す
）

　

任
期
は
、
令
和
８
年
５
月
29
日

か
ら
令
和
10
年
12
月
29
日
ま
で
の

２
年
７
か
月
間
で
す
。

主な議会の動き主な議会の動き （3月定例会～ 6月定例会　諸報告より抜粋）（3月定例会～ 6月定例会　諸報告より抜粋）
月　　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

3月3日～9日 役　場 村議会第 1 回定例会 各議員
6日 役　場 議員全員協議会 各議員

7日 役　場 議会運営委員会 各委員、正路議長、古
沼副議長

27 日 役　場
議会運営委員会 各委員、正路議長、古

沼副議長
村議会第 2 回臨時会 各議員
議員全員協議会 各議員

4月10日 役　場 議員全員協議会 各議員
17日 村　内 葛巻町議会行政視察研修 正副議長

5月16日 洋野町 洋野町合併二十周年記念式典 正路議長
18日 岩泉町 東部町村議会議長会定例総会 正路議長

10日 役　場 議会運営委員会 各委員、正路議長、古
沼副議長

　審議した案件は、令和８年度普代村一般会計補正予算（第 2号）1議案を全員賛成で原案
可決しました。そのほか、専決処分の報告 2件の承認がありました。
◇令和 7年度普代村一般会計補正予算（第 14号）の専決処分に関し承認を求めること
　補正額 1,733 万 1千円を減額し、歳入歳出予算の総額を 57億 4,602 万 1千円とする。
　各事業の実績確定による減額が主なもの。
◇普代村村税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めること
　地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、普代村村税条例等の一部につ
いて所要の改正をする。
◇令和 8年度普代村一般会計補正予算（第 2号）
　補正額 433万 5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を 55億 8,109 万 7千円とする。
危険枯死木除去業務委託料の伐採本数及び作業単価の変更による増額、育英奨学資金貸付金
の新規貸付対象者の増加による増額等が主なもの。
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学
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建
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決
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質
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臨
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議
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ど

普
代
学
園
建
設
状
況

定
例
会
で
決
め
た
こ
と

一
般
質
問

臨
時
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会
な
ど
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ふだい議会だよりは

スマートフォンでも

ご覧になれます。

今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの声をお待ちしています。

一緒に考えよう　この村のカタチ。

　大村さん、地元に戻って来てくれてありがと
うございます。子どもたちの笑顔に支えられな
がら仕事をしているその姿勢がとても素敵で
す。
　ふるさとへの想いを大切にしながら、子ども
たちの健康のために、これからも地域と一緒に
歩んでいってください。応援しています。

　26年ぶりの普代の印象はいかがですか?
　第6次総合発展計画スタートにあたり、県よ
り政策推進室に派遣されました中田さんの人口
減少対策施策に、大いに期待するところでござ
います。
　これまでの経験を、村民のウェルビーイング
(心身ともに満足 )実現の村づくりに活かしてく
れるようよろしくお願いいたします。
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　４月から役場政策推進室で地方創生や地域おこ
し協力隊を担当しております。高校卒業後、村外
で働いておりましたが、26 年ぶりに普代に帰っ
てきました。
　村では令和８年度から令和 12 年度までを期間
とする第６次総合発展計画がスタートしました。
地域の担い手確保や人口減少を緩やかにするた
め、村の魅力発信、交流・定住人口拡大の取組を
着実に進めていきたいと考えております。村の将
来像に掲げる「村民一人ひとりが幸せを感じられ
る村づくり」を目指し、村民の皆さまの声を聴い
て仕事をしていきますのでよろしくお願いしま
す。
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広報委員からの返信

古沼 和也 広報委員 大上 智 広報委員長

一人ひとりが幸せなチーム「北緯 40度の地球村ふだい」！
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子どもたちの笑顔を守りたいです！！
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玲玲さん（25）さん（25）

　４月から保健センターで保健師として勤務しており
ます大村と申します。
　地元である普代村に戻り、働くことができてとても
嬉しく思いつつ懐かしさを感じています。主な担当業
務は母子保健です。子どもたちと触れ合うことが多い
業務の中で、日々、子どもたちの笑顔や成長する姿に
元気を貰いながら仕事に取り組んでいます。普代村の
良さを生かしつつ、より安心して妊娠・出産・子育て
ができる環境づくりを目指し、一人ひとりに寄り添っ
た支援を心掛けていきたいと思います。これからも地
域の皆様との繋がりを大切にし、普代村の子どもたち
が健やかに成長できるよう精一杯努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。


